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A survey of larvae of five borers (Lepidoptera, Noctuidae, Amphipyrinae) feeding on 
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Abstract Noctuid larvae boring bamboo shoots were surveyed in southwestern Japan. More than 
100 last instar larvae were collected from a total of 9282 shoots of 24 wild and cultivated bamboo 
species. Adults reared from them were identified as five Amphipyrinae species, viz. Bambusiphila 
vulgaris, Atrachea miyakensis contaminata, Anapamea cuneatoides, Kumasia kumaso and 
Sapporia repetita. The larva and host plant of A. cuneatoides are recorded for the first time. 
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は じ め に 


各地 の 里山 や 里 地 で モウ ソウ チク Phyllostachys pubescens を 主 に マダ ケア . bambusoides お よび ハナ チク 
P. nigra var. Ma 分 布 拡大 が 目立っ て き て いる (BS - HE, 1997; 鳥居 , 1998). ま た, 里山 の 落葉 
樹林 の 林 床 に は 関東 ・ 中 部 地方 で は アズ マネ ザ サ Pleioblastus EM var. chino 23, 関西 地方 で は ネ ザ 
+ P. chino var. viridis も 優先 し て いる (田端 , 1995) 鹿児島 県 の 口 三島 や トカ ラ 列 島 の 島々 で は リュ ウ 
キュ ウチ ナク ア . linearis が その 全面 を お お っ て いる (斎藤 ら , 1980; KE, 1992). これ ら は 火入れ の 粘 果 
や , 里山 の 代償 植生 で ある 落葉 樹林 を 常緑 樹 の タケ が 生態 遷移 の 一 環 と し て 置き 換え を て いる と みる 
こと が で きる (山口 ・ 井 上 , 2004). 生態 系 と し て みる と , 植物 相 に 変化 が 生じ れ ば , 一 次 消費 者 と し て の 
草食 見 虫 相 に 変化 が 波及 する の が 予想 され る . 里山 の 植生 の 変化 に つれ て , チ ョ ウ や ガ 相 の 変化 も 知ら 
れ て き て お り , これ ら の 生物 相 の 変化 は タケ 類 の より 優 藝 な 西南 日 本 で 顕著 に み ら れ て いる (BF, 
1989). 西南 日 本 で の タケ の 優勢 お よび 東北 日 本 で の ササ の 優勢 に ちか か わら ず , それ を 食 草 と する 鱗 
MOAR SNCS. タケ ・ サ サ の 葉 を 食す る チョ ウ と し て は , ジ ャ ノ メ チ ョ ウ 科 と セセリ チ 
ョ ウ 科 の 幾 種 か が 知ら れ て いる (川副 ・ 若 林 , 1976). 従来 , タケノコ 類 を 摂 食す る 鱗 超 上 類 は ヤ ガ 科 の 
ハジ マヨ トウ Bambushiphila vulgaris (Butler) の み が 知 られ て いた が 02, 1982), つい 最近 に な り ク マ 
ソ オ オヨ トウ Kumasia kumaso (Sugi), サッ ポロ チャ イロ ヨ ト ウ Sapporia repetita (Butler) お よび ミヤ ケ ジ 
マヨ トウ Atranchea miyakensis Sugi が 分 か っ て きた ( 席 , 1991; 今村 ら , 2003; 吉松 ら , 2005). 


タケ の 分 布 拡大 の 要因 に 関連 し て , 筆者 達 は タケ ・ サ サ の タケ ノコ を 食 草 と する 6 vicia dare 
て きた . その 一 部 は 序論 と し て 報告 し た が (今村 ら , 2003), その 後に 沖縄 諸島 , 奄美 諸島 お よび 九州 に 

査 域 を 広げ , また 規模 も 増やし て 調査 を 継続 し て きた . そ の な か で , 新た に 1 種 の ヤ ガ 科 カ ラス ヨ トウ 
亜 科 の 幼虫 が , dieu し て いる の が 見 出さ れ た . また , タケ は 熱帯 ・ 亜 熱帯 性 の 系 統 進 化 
的 基盤 を も っ て お り , 鹿 児島 県 以 北 の 暖 温帯 域 ま で 分 布 し て いる 現状 で ,. これ ら の 気候 帯 の 間 に は 動 植 
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物 地理 学 的 に 渡瀬 ライ ン と 呼ば れる 動植物 の 分 布 の 著しい 異な は り を し めす 生物 分 布 境界 線 が 存在 し 
て いる (HH, 1924; KE, 1992 参照 ) チョ ウ 類 で は 大 隈 海峡 を 境 と する 三宅 ライ ン も 知ら れ て いる . 
これ ら の 点 を ふま え , タケ ノコ を 食 草 と する ヤ ガ 類 の 幼虫 の 生態 と 日 本 で の 分 布 の 概要 が みえ て きた 
の で ここ に 報告 し た い . 





材料 と 方 法 


モウ ソウ チ ナク, ホテ イナ クア . aurea, ハチ ク , シホ ウチ ク Tetragonocalamus angulatus, ホウ ライ チク 
Bambusa multiplex, ダイ サン チク B. vulgaris お よび カン ザン チク Pleioblastus の が の 7 種 の 外来 の 植 栽 
起源 種 と と も に , 17 種 の 自生 の タケ ・ サ サ 類 の タケ ノコ を 撤 食 する 鱗 次 目 幼虫 を 2001 年 の 春 か ら 
2005 年 の 夏 に 至る まで 調査 し た . 調査 地 は 与那国 島 , 西表 島 , 石垣 島 , 宮古 島 , 大 神島 , 沖縄 島 , 奄美 大 
島 、 宝島 , 諏訪 瀬島 , 平島 , 中 之 島 , LUZ ES, 口 永 良 部 島 , BAS, 黒島 , 竹島 , 鹿児島 県 , 高知 県 , 徳島 県 , 
淡路 島 を 含む 兵庫 県 , 和歌 山県 , 滋賀 県 お よび 新潟 県 佐渡 島 で ある . タケ ・ サ サ の 分 類 は 鈴木 (1996) 
< 従っ た. 24 種 の タケ ノコ を 合計 で 9282 本 採取 し た . これ ら タ ケ ノ コ は 現地 で 直ちに ナイ フ を 用 いて 
Mtb] し , 鱗 超 目 効 虫 に よる 被 食 の 有無 を 記載 する と と も に , 被 食 し て いる 終 令 に 近い 幼虫 を 採取 し , 
15?C あ る い は 20C の 恒温 器 で 飼育 し 羽化 を 試み た . 飼育 は ポリ プロ ピレン の 16※x10 x 4.Scm 容器 に 
底 か ら 2cm に 園芸 用 の バー ミキ ュ ラ イト 土 を 敷き , その 上 に ペー パー タオ ル を 乗せ , 更に その 上 に 幼 
了 虫 が 生息 し て いた 種類 の タケ ノコ を 2 つ 割 に し て 置い た . タケ ノコ は 毎日 新鮮 な も の に 取り 替え た . 
飼育 途中 で 死亡 し た 幼虫 お よび 疲 は 解剖 し , 寄生 バエ お よび 寄生 バチ の 有無 を 観察 し た . 羽化 し た が は 
直ちに 展 閉 標 本 と し , それ ら の 分 類 は 杉 (1982) に 従っ た . これ ら の タケ ・ サ サ 類 の 種 と 採集 場所 お よび 
羽化 し た ヤ ガ 類 は 表 1 に 示し た . 





































































































Table 1. A survey of larvae of Lepidoptera in bamboo shoots of typical bamboo species in southwest Japan. 





No. of bamboo shoots Rate of No. of 
marked with moth moths Moth species* 





Bamboo species Surveyed area 














surveyed noth bite bites ^ emerged 
Phyllostachys 
pubescens Akashi and Kato, Hyogo 42 ** 4 0.10 1 Buy. 
Tatsuno, Hyogo 161 ** 0 
Total 203 4 0.02 1 
aurea Kirishima, Kagoshima 168 8 0.05 
Kagoshima, Kagoshima 5 0 
Amamiooshima Is., Kagoshima 22 0 
Total 195 8 0.04 
bambusoides Kato, Hyogo 358 ** 27 0.08 4  B.v. 
Awajishima Is., Hyogo 14 ** 5 0.36 
Kawanabe, Kagoshima 22 2 0.09 
Total 394 34 0.09 4 
nigra var. henonis Kasai and Kato, Hyogo 902 ** 133 0.15 8 By. 
Awajishima Is., Hyogo 21 5 0.24 
Higashiohmi, Shiga 200 ** 5 0.03 
Total 1123 143 0.13 8 
Sinobambusa Sanda, Hyogo 30 ** 2 0.07 
tootsik Kagoshima, Kagoshima 5 0 
Total 35 2 0.06 
Tetragonocalamus | Nangoku, Kochi 129 0 
angulatus Kochi, Kochi 27 0 
Total 156 0 0.00 
Shibataea 
kumasasa Sanda, Hyogo 113 ** 0 0.00 
Bambusa Minami, Mugi and Kaiyo, 
: 9 104 0 
multiplex Tokushima 
Muroto, Kochi 25 0 
Hiyoshi, Kagoshima 5 0 
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Yo ACRE AV AEB 172 
Total 134 0 0.00 
vulgaris Sendai, Kagoshima 2 0 0.00 
Sasa Mt Hyonosen, Hyogo 1138 ** 270 0.23 ABBA 
kurilensis Mt Ooginosen, Hyogo 1539? 7 0.05 
Total 1311 277 0.21 2 
palmata Mt Hyonosen, Hyogo 3139 0 
Mt Ooginosen, Hyogo 15% 0 
Total 388 0 0.00 
senanensis Mt Tsurugisan, Tokushima 464 ** 0 0.00 
nipponica Mt Rokkousan, Hyogo 276 ** 0 0.00 
Sasamorpha Mt Rokkousan, Hyogo 246 ** 21 0.09 
borealis Mt Tsurugisan, Tokushima 23 0 
Total 269 21 0.08 
Pseudosasa Awajishima Is., Hyogo 19 1 0.05 
japonica Sadogashima Is., Niigata 85 10 0.12 
Total 104 11 0.11 
Pleioblastus 
gozadakensis Mt Omotodake, Okinawa 204 0 0.00 
hindsii Kirishima, Kagoshima 207 2 0.01 
Kagoshima and Minamisatsuma, 86 1 0.01 1 Buy. 
Kagoshima 
Kawanabe and Chiran, Kagoshima 59 4 0.07 
Kanoya, Kagoshima 64 4 0.06 
Total 416 11 0.03 1 
linearis Takeshima Is., Kagoshima 142 0 
Kuroshima Is., Kagoshima 36 0 
Kuchinoerabu Is., Kagoshima 93 19 0.20 2 B.v.,A.m.c. 
Yakushima Is., Kagoshima 320 - 7 0.02 
Kuchinoshima Is., Kagoshima 100 8 0.08 
Nakanoshima Is., Kagoshima 412 94 0.23 3 A.m.c 
Tairajima Is., Kagoshima 230 17 0.07 
Suwanosejima Is., Kagoshima 104 12 0.16 
Takarajima Is., Kagoshima 52 7 0.13 
Amamiooshima Is., Kagoshima 48 0 
Kunigami, Okinawa 104 0 
Miyakojima Is., Okinawa 58 0 
Oogamijima Is., Okinawa 2 0 
Iriomotejima Is., Okinawa 83 0 
Yonagunijima Is., Okinawa 65 0 
Total 1858 164 0.09 5 
gramineus Kawanobe and Chiran, Kagoshima 565 60 0.11 6 B.v.,A.m.c. 
simonii Awajishima Is., Hyogo 436 23 0.05 
Kiiooshima Is., Wakayama 74 0 
Shimannto, Kochi 45 2 0.04 2 K.k 
Kawanabe and Chiran, Kagoshima 102 4 0.04 1 A.c 
Total 657 29 0.04 3 
chino var. chino Awajishima Is., Hyogo 20 0 0.00 
chino var. viridis Mt Rokkousan, Hyogo 151 ** 8 0.05 
Chimonobambusa 
marmorea Kochi, Kochi 210 0 0.00 
Arundo 
donax Awajishima Is., Hyogo 3n | 0.03 
Grand total 9282 713 0.08 30 





* Abbreviation of latin names. B. v.: Bambusiphila vulgaris; S. r.: Sapporia repetita, A. m. c.: Atrachea 
miyakensis contaminata; A. c.: Anapamea cuneatoides; K. k.: Kumasia kumaso. 
**Part of the data from Imamura et al. (2003). 
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$ 年 間 に わ た り , VHB OBIBROO=BE COE BAYS AE, お よび 佐渡 島 
に お いて そこ に 生育 する タケ ・ サ サ の タケ ノコ を 縦 開 し , これ を 食し て いる 鱗 凌 目 の 幼虫 を 調査 し 
た . 調査 し た お お ま か な タ ケ の 分 布 で は , 口 三島 諸島 以 南 で は 自生 の リュ ウキ ュ ウ チク と ゴザ ダケ ザ サ 
Pleioblastus gozadakensis, 鹿児島 県 沿岸 部 で は カン ザン チク と ホテ イチ ク の 植 栽 と その 逸脱 , BCE 
島 中 部 で は 自生 ある い は 植 栽 不明 の タイ ミン チク アァ . gramineus, 鹿児島 県 か ら 徳島 県 に いた る 太平 洋 岸 
で は 植 栽 起源 の ホウ ライ チク , 西日本 一 帯 で は 自生 の マダ ケ と メダ ケア . simoni L REMOTE Y Y 
ウゥ チク, ハチ ク で ある . また , これ ら の 地域 で の 小型 の ササ は 全て 自生 で , 主 に 落葉 樹林 帯 の 冷温 帯 に 分 
布 し て いる も の で ある . 24 種 の タケ ノコ の 合計 9282 本 を 調査 し た . 被 食 され て いる も の は 合計 で 773 本 
で あり , 全 種 で の 被 食 率 は 0.08 で あっ た . な お , ササ 類 で は 明らか な 食 痕 が み ら れ た 場合 は これ に 含 
め て いる . 平均 被 食 率 を 上 回 る も の と し て は , チシマザサ Sasa kurilensis 0021, 2720043, タイ ミン 
ナク と マヤ ダケ Pseudosasa japonica O 0.11.1 リ ュ ウ キュ ウチ ク と マダ ケ の 0.09、 お よび スズ タケ 
Sasamorpha borealis の 0.08 で あっ た . これ ら は いずれ る も 日 本 に 自生 の も の か その 可能 性 が 高い 種 で あ 
る (鈴木 , 1996: 室井 , 1962). また , それ ら の タケ ノコ の 径 も 約 1cm を 上 回 り 太 い . 平均 被 食 率 を 下回る 
頭 閉 な も る の と し て は , タケノコ が 大 ・ 中 型 の ホテ イチ ク と メダ ケ の 0.04, カ ン ザ ンチ ク の 0.03., モ ウソ 
ウチ ク の 0.02, お よび シホ ウチ ク , ホウ ライ チク , ダイ サン チク , ゴザ ダケ ザ サ , カン チク の 0.00 で あ 
る . この な か で , メダ ケ と ゴザ ダケ ザ サ を 除い た も の は , 日 本 の 自生 種 で は な く 栽 培 起源 と その 逸脱 
の も の で ある . 他方 , 自生 の 小型 ササ は 上 記 の スズ タケ を 除い て いずれ る も 被 食 率 は 低く , 実質 上 ゼロ 
CHS. CDE CML BELO OES mm 程度 で , 鱗 閉 類 の 終 令 幼 虫 と し て の 生息 場所 と し て の 不 
適当 性 に ある と 考え られ る . これ ら の 結果 は 表 1 に 示さ れ て いる . 


タケ ノコ を 縦 開 し て 鱗 超 類 の 幼虫 を 採取 する 際 に , ナイ フ で 傷 が つく 場合 も 多い が , 傷 の つか な か っ た 
終 令 な いし は これ に 近い 幼虫 は 飼育 し た . 飼育 下 で 死亡 する 幼虫 が お よそ 半分 あっ た が , 残り の 約 半数 
の 個体 が バー ミキ ュ ラ イト 土 中 か ペー パー タオ ル 上 で 遇 化し た . そして, これ ら の うち 30 個体 が 羽化 
し た . 内 訳 は ハジ マヨ トウ Bambusiphila vulgaris (Butler) が 17 個体 , ミヤ ケ ジ マ ヨ ト ウ の 本 土 亜 種 
Atranchea miyakensis contaminata (Sugi) が 8 個体 , カバ マダ ラ ヨ トウ Anapamea cuneatoides (Leech) が 1 
個体 , クマ ソ オ オヨ トウ Kumasia kumaso (Sugi) が 2 個体 , そし て サッ ポロ チャ イロ ヨ ト ウ Sapporia 
repetita (Butler) が 2 個体 で あっ た (今村 ら , 2003). ハジ マヨ トウ の 食 草 と し て の タケ ノコ は モウ ソウ 
チク , ホ テイ チク , ママ ダケ, ハ チク, ヤダ ケ , カン ザン チク , リュ ウキ ュ ウ チク , タ イミ ンチ ク お よび メダ 
ケ と 9 種 に お よん で 幅 が 広い . 採集 地 は 鹿児島 県 トカ ラ 列 島 宝 島 か ら 連 続 的 に 滋賀 県 東近江 市 まで お 
よん で いる GE D. 幼虫 は 1 令 か ら 頭 部 と 尾部 第 12 体 人 節 は 褐色 で , 他 の 体 節 全体 が 灰 黒色 で ある が 胸 
部 の 第 1 体 節 育 面 の 左右 1 対 に 大 型 の 黒色 円 形 斑 点 が 顕著 で ある . 体 節 全体 に 背 側 に 3 本 の 白色 縦貫 
BH), この うち 中 央 の も の が 一 番 細 い ( 図 1). 終 令 幼 虫 は 土 中 に 移動 し , 細い 粘着 糸 で 軽く 土 を 固め て 
Pa t IEL CRISI ZR. NS UE 5 EHI 7e 0,20€ ORETTE 4 CE H fV MEL 7. 
ミヤ ケ ジ マ ヨ ト ウ 本 土 亜 種 の 幼虫 は カン ザン チク , リ ュ ウ キュ ウチ ク , タイ ミン ナク お よび メダ ケ に 生 
息 し て いた . 採集 地 は 鹿児島 県 トカ ラ 列島 宝島 か ら 鹿 児島 県 川辺 町 まで で あっ た . 幼虫 は 頭 部 と 尾部 第 
12 体 侵 が 褐色 の ほか は 全体 に 乳白 色 の 上 に 薄い ピン ク 色 が は いっ て いる . 胸 部 第 1 と 第 2 体 節 背 側 に 
小型 の 褐色 円 形 斑点 が 横 一 列 に 数 個 ず つ あ り , 第 3 体 人 節 か ら 第 11 体 節 背 側 に は 左右 2 対 ず つの 微細 
な 褐色 の 円 形 斑点 が 上 下 で 計 4 個 ずつ ある ( 図 2. 終 令 幼虫 は 土 中 に 移動 し , 粘液 で 薄い 綱 を 作り そ 
の な か で 褐色 に 変化 し て 螺 化 し た . 上 踊 は 20C で お よそ 半月 後に 羽化 し た . カバ マダ ラ ヨ トウ の 幼虫 は 
鹿児島 県 知覧 町 お よび 兵庫 県 淡路 島 の メダ ケ で の み 見 られ た . ハジ マヨ トウ の 幼虫 に 類似 し て お り , 
頭 部 と 尾部 第 12 体 節 は 褐色 で , 他 の 体 節 全体 が 灰 黒 色 で ある が 胸部 の 第 1 体 節 背面 の 左右 1 対 に 大 
型 の 黒色 円 形 斑点 が ある . 体 節 全体 に 背 側 に 3 本 の 縦 締 が ある が 中 央 の 締 が オレ ンジ 色 で 太く , この 
FEA IC FLA EO MDS CHS ( 図 3). 終 令 幼 虫 は 土 中 に 移動 し, 細い 粘着 氷 で か な り 強 固 に 土 を 固 
OC, Sr & zF L TRAC Ze A. HLT AEDS REBEKA Y, 20*C の 条件 下 で お よそ 半月 後に 羽 
化し た . ク マソ オオ ヨ ト ウ の 幼虫 は 高知 県 四万十 町 の メダ ケ で の み 生 息 が 確認 され た . 幼虫 は 頭 部 と 尾 
部 第 12 体 節 が 褐色 の ほか は 全体 に 薄い 茶色 が か っ た 乳白 色 で , 胸部 第 1 と 第 2 体 節 と 第 12 体 節 背 側 
に 小型 の 褐色 円 形 斑点 が 不 規則 に 数 個 ず つ あ り , 各 体 節 の 気 門 付近 に も 小型 の 褐色 円 形 斑 点 が 3 個 ず 
つ あ る (M4). mjNpi OWS VY V AbD EWE Th YO, WIL 20°C C18 日 と 19 日 後に 羽化 し 
だ た だ. サッ ポロ チャ イロ ヨ ト ウ の 幼虫 は チシマザサ で の み 生 上 息 し て いた . 採集 地 は この 調査 で は 兵庫 県 の 
氷ノ山 と 扇 ノ 山 の プ ブナ 林 の み で あっ た . 幼虫 は 頭 部 と 尾部 第 12 体 節 が 褐色 の ほか は 全体 に 乳白 色 で , 
胸部 第 1 と 第 2 体 節 育 側 に 小型 の 褐色 円 形 斑点 が 横 一 列 に 8 個 ず つ あ る . また , 第 3 体 節 か ら 第 11 体 
節 育 側 に は 左右 2 対 ず つの 褐色 の 円 形 斑 点 が 上 下 で 計 4 個 ずつ ある (今村 ら , 2003, M2 & 3). AB 
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Fig. 1. Bambusiphila vulgaris, feeding on a variety of both wild and cultivated bamboo shoots with 
a wide habitat in Japan. A. A specimen of adult male. B. Larvae feeding on shoots of 
Phyllostachys nigra var. henonis. A striking characteristic is three parallel white stripes on 
the blackish dorsal area. The central one is the thinnest. C. Pre-pupal stage making a co- 
coon of soil grains with strings excreted in soil. D. Pupa at the last stage in soil, after co- 
coon surface had been removed. 
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Fig. 2. Atranchea miyakensis contaminata, feeding on the southern bamboo species of the genus 
Pleioblastus. A. A specimen of adult male. B. Last instar larvae feeding on shoots of P. 
gramineus. Three white stripes of the same width on the pinkish dorsal area are characteris- 
tic of this subspecies. C. A pre-pupal stage, making a cocoon between soil and paper towel. 
D. A pupa in a completed cocoon. 
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LOWLY Va ho ERR CHAZ, 15°C Cla ld 33 日 後に 羽化 し た . これ ら 5 種 の 幼虫 は 形態 的 
に 顕著 な 特徴 を も っ て お り , 識別 は 容易 で ある . し か し , SLE REA KC 5 0, この 発生 ステ ー ジ の み で 
の 種 の 識別 は 不可 能 で あっ た . 


終 令 な いし は これ に 近い 幼虫 を 少な く と も 100 頭 以上 は 飼育 し た が , その うち 5 個体 の 終 令 幼虫 の 表皮 
を 食い 破り , 寄生 バエ の 効 虫 が 出現 し 直ちに 幅 化 し た . この うち 1 個体 は 兵庫 県 加西 市 で 採取 され た 
ハチ ナク に 生息 し て いた ハジ マヨ トウ 幼虫 で あり , これ か ら 4 個体 の 寄生 バエ が 羽化 し た ( 図 5A). 次 の 2 
個体 は 鹿児島 県 鹿屋 市 で 採取 され た カン ザン チク の タケ ノコ に 生息 し て いた ミヤ ケ ジ マ ヨ ト ウ 本 土 
亜 種 で あり , お の お の 6 個体 と 4 個体 の 寄生 バエ が 羽化 し た ( 図 5B). その 次 の 1 個体 は 鹿児島 県 川辺 
町 で 採取 され た タイ ミン チク の タケ ノコ に 生息 し て いた ハジ マヨ トウ の 幼虫 で あり , 2 個体 の 寄生 バエ 
が 羽化 し た . 最後 の 1 個体 は 新潟 県 佐渡 島 小 森町 の ヤダ ケ に 生息 し て いた 不明 種 の 幼虫 で 。 これ か ら 
1 個体 の 寄生 バエ が 羽化 し た . 羽化 し た 寄生 バエ の 種 の 同定 は で き な か っ た が , いずれ も ヤ ド リ バエ 
fk (Tachinidae) の ハエ で あっ た . 全体 と し て の 寄生 率 の 最低 値 は 0.007 (=5/773) T, 最大 値 は 0.05 
(=5/100) と 推定 され る . 

































































= k 


西南 日 本 こ における タケ ノコ を 食 草 と する ヤ ガ の 生態 


タケ ・ サ サ の 葉 を 食 草 と する チョ ウ や ガ は よく 知ら れ て お り , チ ョ ウ 類 で は ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 と セ セ 
リ チ ョ ウ 科 に 多く の 例 が ある (白水 , 1966; 川副 ・ 若 林 , 1976). し か し , タ ケ ・ サ サ の タケ ノコ を 食 草 と 
し て いる ボー ラー と し て の チョ ウ や ガ が は, モウ ソウ チク な どの タケ ノコ を 摂 食す る ハジ マヨ トウ の よ 
う に , 農作物 を 食害 する と いう 意味 で の 背景 か ら そ の 存在 が 知ら れる よう に な っ て きた . EK, FY 
マ ザ サ ・ ク ロ チ ク を 食害 する シロ ホシ キシ タ ヨ トウ も る 同様 な こと が うか が える ( 杉 , 1982). 大 型 タ ケ 材 
の 企 孔 虫 と し て は ベニ カミ キリ も 知ら れ て いる (EH, 1963). し か し , 人 と あま り 係 わり の な い タ ケ ・ 
ササ で の 補 食 昆虫 の 記載 は 少な い . 今村 ら (2003) は ハジ マヨ トウ が 広い 種 に 上 っ て タケ ノコ を 食し 
て いる こと , サッポロ チャ イロ ヨ ト ウ が チシマザサ の タケ ノコ を 食 草 し て いる こと , お よび ミヤ ケ ジ マ 
ヨ ト ウ 亜 種 不明 が リュ ウキ ュ ウ チク を 食 草 に し て いる こと を 報告 し た . 吉松 ら (2005) は クマ ソ オ オ 
ヨ ト ウ が ヤダ ケ と ホテ イチ ク を 食 草 に し て いる こと , お よび ミヤ ケ ジ マ ヨ ト ウ が リュ ウキ ュ ウ チク と 
カン ザン チク を 食 草 に し て いる こと を 報告 し た . 今回 の 調査 の 結果 で は 新た に , ミヤ マヤ ケ ジ マ ヨ ト ウ 本 土 
亜 種 が メダ ケ 属 の カン ザン チク , リュ ウキ ュ ウ チク , タイ ミン チク お よび メダ ケ の タケ ノコ を 食 草 に し 
て いる こと , カバ マダ ラ ヨ トウ と クマ ソ オ オヨ トウ が メダ ケ の タケ ノコ を 食 草 に し て いる こと が 明 ら 
か に な っ た . ここ で , ミヤ ケ ジ マ ヨ ト ウ に つい て は , 宝島 か ら 鹿 児島 県 本 土 ま で 分 布 が 確認 され た が , 
吉松 ら (2005) も 述べ て いる よう に その 前 後 翔 の 斑紋 に は 変異 が あり , 原 名 亜 種 か 本 土 亜 種 の 確定 に 
は 至っ て いな い が ト カラ 列島 で の 原 記 載 に 従っ て ここ で は 本 土 亜 種 と し た (Owada et al.,1994). また , ハ 
ジマ ヨ ト ウ は 食 草 範囲 が 広く , モウ ソウ チク , マダ ケ , ハチ ク に 加え を ホテ イチ ク , ヤダ ケ , カン ザン チ 
ク , タイ ミン チ ナク, リュウ キュウ チク , メダ ケ の 大 ・ 中 型 の タケ ノコ の 全て に お よん で いる こと も 分 
か っ た . また , 発生 最盛 期 の チシマザサ お よび リュ ウキ ュ ウ チク の タケ ノコ で は , 場所 に より 20% を 

































































Fig. 3. Anapamea cuneatoides, feeding on shoots of Pleioblastus simonii, and found only in 
Kawanabe, Kagoshima prefecture and Awajishima island. A. A specimen of adult male. B. 
A last-instar larva feeding on a shoot. An orange-colored stripe along the central portion of 
dorsal area and two parallel white stripes are characteristic of this species. C. A pre-pupal 
stage larva making a cocoon. D. A pupa in the completed cocoon. 

Fig. 4. Kumasia kumaso, found only in Kochi prefecture, feeding on shoots of Pleioblastus 
simonii. A. A specimen of adult male. B. Larvae feeding on shoots in the last instar. 
Brownish dorsal area without a stripe is characteristic of this species. C. Naked pupae and 
molted larval skin on the left. 

Fig. 5. Parasitic Tachinidae pupae and flies on the respective Amphipyrinae larvae. A. Pupae and 
emerged flies (below) from a single last-instar larva of Bambusiphila vulgaris (upper) in a 
shoot of Phyllostachys nigra var. henonis collected at Kasai, Hyogo. B. Six (upper) and 
four pupae of the parasitic flies (below) on shoots of Pleioblastus hindsii collected at 
Kanoya, Kagoshima. 
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Fig. 6. Distribution of temperatures at which Amphipyrinae moth larvae were collected. Average 
daily temperatures are from the data on WWW of Meteorological agency of Japan. 


こえ る も の が 寝食 され て いた a au hY 0 リュ ウキ ュ ウ チク の タ 
ケ ノ コ が 主力 農産 物 と な っ て いる 場合 も あり , その 食害 予防 の た め に は ヤ ド リ バエ の 放 虫 に よる ペ ス 
トコ ント ロー ル も 有効 な 手段 の 1 つと 考え られ る . 小型 の 自生 の ササ か ら は 少な く と も ヤ ガ 科 に 属す 
る ガ の 終 令 幼虫 は 見 られ な か っ た . タケ ・ サ サ は イネ 科 の 植物 で あり , これら の タケ ノコ と 同 程度 の 径 
を も つ 草 本 と し て は ヨシ 属 Phragmites お よび マコ モ 属 Zizania が ある . これ ら の タケ ノコ に 相当 する 
RR ee 
と は 考え 難い と 思わ れる . 


ボー ラー と し て の 特徴 は , 強い 口 器 と 強 東 な 産卵 管 お よび 個体 の サイ ズ 変 異 が 大 きい こと で ある . fuk 
に も ぐり 込む こと に より , ボー ラー と し て の 幼虫 に は 寄生 バエ ・ 寄 生 バ パチ か ら の 攻撃 を 受け 難い と い 
う 点 が ある . この 推定 寄生 率 は 0.007 か ら 0.05 の 範囲 内 で あっ た . ボー ラー 種 以 外 の ガ の 幼虫 で の 寄 
生 害 は 数 十 % に お よん で いる ( 行 成 , 1999, 2000). し か し その 反面 で は ., タケ ・ サ サ の 発 称 時 期 が 限定 さ 
れる と いう 不利 な 点 も 存在 し て いる . 分布 域 の 最も 広い ハジ マヨ トウ で は 成虫 は 7-8 月 に 出現 する 一 
化 性 で ある ( 杉 , 1982). この 調査 で 食 草 が 明らか に な っ た ヤ ガ S$ 種 に つい て , 幼虫 が 採取 され た 日 の 平 
均 気温 の 分 布 を 気象 庁 の ホー ムペ ー ジ を 用 いて 描い た . ハジ マヨ トウ が 最も 幅 が 広く 15*C か ら 260°C 
の 分 布 で あっ た . 次 いで ミヤ ケ ジ マ ヨ ト ウ 本 土 亜 種 が 広く , カバ マダ ラ ヨ トウ , クマ ソ オ オヨ トウ お 
よび サッ ポロ チャ イロ ヨ ト ウ に いた っ て は 分 布 幅 が 狭い (B6. し た が っ て , ハジ マヨ ト id 
も 全て 年 一 化 性 で ある と 考え られ る . 春 か ら 初 夏 に か け て の 大 部 分 の タケ ・ サ サ の 発 衛 期 以外 に 
ケ ノ コ を 出す 種 と し て は , 8 月 中 旬 か ら 9 月 に か け て の ホウ ライ チク , 10-11 月 の シホ ウチ ク と カ ンチ ク 
が ある . し か し , これ ら の タケ ノコ に は 全く 鱗 交 類 に よる 被 食 は 認め られ な か っ た ( 表 D. 


幼虫 の 飼育 に より , 今 調 査 の ヤ ガ 5 種 は 全て 終 令 幼 虫 の 後期 に タケ ノコ か ら は い 出 し , 土壌 の 浅い 位 

4T S L THAME Ch. & ie Eo CURE L 7c. 飼育 条件 下 の 200C な いし は 15*C で は 2 な いし 3 週間 
後に 羽化 し た が , 野外 で も 同様 に 6 月 か ら 8 月 に 成虫 が 捕獲 され て いる ( 杉 , 1982). ハジ マヨ トウ で は 羽 
化 後 直ちに , タケ の 比較 的 低い 枝 の 葉 輔 の 先端 葉 に 暗 褐色 の 卵 を 産み つけ る . その 後 落葉 と と も に 地表 
で 越冬 する . 翌 春 に タケ ノ コ の 出る 頃 に 幼虫 が 昧 化し て , 主 に タケ ノ SE 内 部 に 入る (上 
H, 1963). 他 の 4 種 の 生活 史 も ハジ マヨ トウ と 顕著 に 異な る 点 が な いと ころ か ら , ほぼ 同様 の 生活 史 
と 考え られ る . 


西南 日 本 に お ける タケ ノコ を 食 草 と する ヤ ガ の 分 布 
モウ ソウ チク は 中 国 原産 で , 日 本 に は 1736 年 に 隆 摩 に 移 人 人 され て いる (室井 , 1962; 鈴木 , 1996). マダ ケ 
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お よび ハチ ク は 日 本 の 自生 説 る 有力 だ が , 日 本 に お ける 自生 地 は 判明 し て いな い . 仮に 外来 起源 と し て 
b, それ ら の 移入 は モウ ソウ チク より は か な り 古 いと 推定 され て いる (室井 , 1962). これ ら の 大 型 タ 
ケ 類 は 現在 で は 西南 日 本 の 里 地 や 里山 に 広く 植 栽 さ れ . また 逸脱 し て 繁茂 し て いる . また , ホテ イチ 
ク , シホ ウチ ク , ホウ ライ チク , ダイ サン チク お よび カン ザン チク の 大 ・ 中 型 の タケ ノコ を 出す 種 も 
中 国 原産 で . モウ ソウ チク は ほど で は な い が 鹿 児島 県 や 高知 県 を 主 に 西南 日 本 の 暖地 で 植 教 され て い 
る (浜田 , 1996). これ ら の 外来 の 大 型 タ ケ 類 が 移 人 人 され る 以前 の 西南 日 本 に は メダ ケ 属 の ササ 類 が , そ 
し て 東北 日 本 に は ササ 属 の ササ 類 が 優勢 だ っ た と 老 え られ て いる (鈴木 , 1996). 西南 日 本 で は さら に マ 
ダケ な いし は ハチ ク の 混在 が 加わ る . タケ ノコ の 寝食 率 か ら み る と ., 外来 起源 種 で は これ ら の 値 が 極め 
て 低い . モウ ソウ チク で は 0.02, ホテ イチ ク で は 0.04, シホ ウゥ チク, ホウ ライ チク お よび タイ サン チク で 
は 0.00 そし て カン ザン チク で は 0.03 で ある ( 表 1). 日 本 の 自生 の タケ ・ サ サ で の 被 食 率 は マダ ケ で 
は 0.09, トウ チク で は 0.06, チシマザサ で は 0.21, ヤダ ケ で は 0.11, ゴザ ダケ ザ サ で は 0.00,. リ ュ ウ キュ ウ 
チク で は 0.09,. タ イミ ンチ ク で は 0.11, カ ンチ ク で は 0.00, そ し て ダン チク で は 0.03 で あっ た . 日 本 の 自 
生か 史 前 帰化 の 可能 性 が 高い ハナ チク で は 0.13 CHS. これ ら の うち , 分 布 が 西表 島 と 石垣 島 の 山頂 風 衝 
地 に 極 在 する ゴザ ダケ ザ サ と , 晩秋 に 発 称 する カン チク , お よび 海岸 磯 際 に 分 布 す る ダン チク を 除く と, 
いずれ も 対照 的 に 高い 被 食 率 と な っ て いる . これ ら の こと は , 熱帯 な いし は 亜熱帯 起源 で 大 ・ 中 型 の タ 
ケ ノ コ を 出す 外来 起源 種 で は , 発 衛 時 期 が 自生 の も の と 異な る か 幅 が 広く, EARED L l oO 
制約 が あり , 一 化 生 の ヤ ガ の 幼虫 が それ に 侵入 し 難く , 被 食 率 が 未だ 平衡 に 達し て いな いこ と を 感じ さ 
せる . この こと は 里 地 や 里山 で の モウ ソウ チク の 分 布 拡大 の 一 因 に な っ て いる 可能 性 を 示唆 し て い 
5. 


外来 起源 の 大 ・ 中 型 タ ク ケ ノコ を 出す タケ 類 を 除い て , ヤ ガ の 分 布 を 再考 する と , 西南 日 本 で の 中 型 タ ケ 
ノコ を 出す メダ ケ 属 の 種 に ヤ ガ の 相 食 が 集中 し て いる . ハ ジマ ヨ ト ウ , ミ ヤケ ジマ ヨ ト ウ 本 土 亜 種 , カ 
バ マ ダラ ヨ ト ウ お よび クマ ソ オ オヨ トウ は 共通 に メダ ケ を 食 草 に し て いる . これ ら の ヤ ガ は メダ ケ の 
分 布 の 多い 九州 以 北 で は メダ ケ を , メ ダケ の 分 布 し な い 口 三島 以 南 で は リュ ウキ ュ ウ チク を, そし て こ 
れ ら の 境界 領域 の 薩摩 半島 で は タイ ミン チク を 主 な 食 草 に し て 生息 し て いる . 中 型 の タケ ノコ を 出す 
メダ ケ 属 の 分 布 し な い 本 土 の 准 温 淀 より 高地 に な る と , 唯一 中 型 の タケ ノコ を 出す チシマザサ を サッ 
ポロ チャ イロ ヨ ト ウ が 食 草 に し て いる . 小型 の タケ ノコ を 出す ササ 類 で は その サイ ズ が マヤ が ガ 幼 虫 の 生 
育 の 制限 要因 に な っ て いる と 思わ れる . 


ヤ ガ の 分 布 は メダ ケ の 分 布 に 大 きく 影響 を 受け て いる . メ ダケ の 分 布 し な い 口 三島 以 南 で は リュ ウキ 
ュ ウ チク を 食 草 に で き , より 高温 面 性 を も ち も つ ミヤ ケ ジ マ ヨ ト ウ と ハジ マヨ トウ が トカ ラ 列 島 宝 島 まで 
分 布 し て いる . 今回 の 調査 で ミヤ ケ ジ マ ヨ ト ウ と ハジ マヨ トウ が , 生物 分 布 の 上 で 熱帯 区 と 温帯 区 を 分 
ける 渡瀬 ライ ン を 超え て , 奄美 大 島 以 南 に 生息 し て いる こと は 確認 きれ て いな い . ハ ジマ ヨ ト ウ の み が 
沖縄 島 で 成虫 が 隔離 分 布 的 に 記載 され て いる が ( 杉 , 1982), 終 令 幼 虫 が タケ ノコ と と も に 持ち 込ま れ た 
D, ある い は タケ 林 の 土壌 や 落ち 葉 と と も に 卵 や 星 が 運 び こ まれ た 可能 性 が 残 こ され て いる . ま た, メ 
ダケ が 大 隈 半島 を 超え て 南下 し て いな いこ と と 一 致し て , これ を 食 草 と し て いる カバ マダ ラ ヨ トウ と 
クマ ソ オ オヨ トウ が 口 三島 諸島 以 南 で は 採取 され て いな い . この 区 域 で は 合計 2084 本 の タケ ノコ が 
調査 され , FIERA 0.08 で あっ た が , カバ マダ ラ ヨ トウ と クマ ソ オ オヨ トウ の 特色 ある 幼虫 は 1 
頭 も 確認 され な か っ た . この 意味 で は , チョ ウ 類 で 知ら ちら れ て いる 大 隈 海峡 を 境 と する 三宅 ライ ン と も 巴 
盾 は し て いな いと 思わ れる . 
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ヤ ガ 科 の 種 の 同定 に は 木下 線 一 郎 氏 と 八木 剛 氏 に お 世話 に な り ま し た . また , 鹿児島 県 で の タイ ミン チ 
ク 等 の 調査 に は 濱田 南 氏 に ご 足労 願い まし た . ここ に 座 ん で お 礼 申 し 上 げ ま す . 
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Summary 


A survey was made of noctuid moth larvae found in bores of shoots in both wild and cultivated, but now de- 
serted, bamboo species growing in southwestern Japan. A total of 9282 shoots belonging to 24 species were 
examined. A total of 773 shoots had marks of larval grazing. From these shoots, over 100 last instar larvae 
were collected. Their morphology was described. They were reared at 15'C and 20'C, and the resulting 30 
moths were identified as the following 5 Amphipyrinae species. Bambusiphila vulgaris had a wide range of 
hostplants; Phyllostachys pubescens, P. aurea, P. bambusoides, P. nigra var. henonis, Pseudosasa borealis, 
Pleioblastus hindsii, P. linearis, P. gramineus, and P. simonii. B. vulgaris has a wide distribution from 
Takarajima island of Kagoshima to Sadogashima island of Niigata. However it has not been found in the 
range beyond Amamiooshima island and further south. Atrachea miyakensis contaminata had as hostplants 
Pleioblastus hindsii, P. linearis, P. gramineus and P. simonii. This subspecies, is distributed only in 
Kagoshima including the Tokara islands. There is no evidence of either this subspecies, or B. vulgaris being 
present in Amamiooshima island or in further southern islands. Anapamea cuneatoides and Kumasia kumaso 
were found only on Pleioblastus simonii. Both species were found only in the Japanese main islands and not 
in the southern islands of Okinawa and Kagoshima. Finally, Sapporia repetita emerged from Sasa kurilensis, 
which proved to be the first known hostplant of this moth (Imamura et al., 2003). S. repetita is distributed 
only in deciduous forests in the cool temperate zone. Frequencies of the bored bamboo shoots varied from 
species to species. Introduced cultivated bamboos, which make massive shoots, have low frequencies. Wild 
bamboo species have high frequencies, such as 0.09, 0.11, 0.04, and 0.21 for P. linearis, P. gramineus, P. si- 
monii, and S. kurilensis, respectively. The former 3 species seem to be typical wild bamboo hostplants for the 
five species of Amphipyrinae concerned in southwest Japan, and the latter replaces them in northeast Japan. 
In the course of this study we found a total of 5 moth larvae attacked by parasitic Trachinidae fly larvae. 
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